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重さ きょり×

３ ４×１２ ４ ３×１２

おもりの重さがちがっても
きょりをかけた合計が同じ
ならば，つりあいます。

重さ きょり×

第１問
難易度：★

１２３５ １ ２ ３４ ４ ５

つりあいます！

１２３５ １ ２ ３４ ４ ５

１２３５ １ ２ ３４ ４ ５

消化のはたらきを
調べよう

食べ物の通り道・・・消化管

口

出典：IPA  独立行政法人情報処理推進委員会

消化・吸収される仕組み（口→胃）

胃

口 だ液

胃液

小腸へ

出典：IPA  独立行政法人情報処理推進委員会

消化・吸収される仕組み（大腸）

主に水分を吸収し、
残ったものは
便となって
こう門から
出ていきます。

出典：IPA  独立行政法人情報処理推進委員会

小腸のしくみ

１本の長い管が
集まっている
ところが小腸。

小腸の中（内側）の
様子を見てみよう。

小腸

出典：IPA  独立行政法人情報処理推進委員会

No.9 No.10 
５年 教科 （  理科  ） ６年 教科 （  理科  ） 
タイトル  てんびんをつり合わせよう② タイトル 消化のはたらきを調べよう 

ねらい 

てんびんは左右の「重さ×きょり」が等しいときにつり
合うことを，練習問題を通して確認する。 

ねらい 
口から取り入れた食物は，消化管を通る間に消化さ
れ，養分は吸収されることがわかる。（知②） 

活用方法・活用場面 

「重さ×きょり」の規則を学習したあと，実際に例題を
与え計算の練習をさせることで，知識の定着をはか

る。 

活用方法・活用場面 
食物の通り道など，消化の一連の流れが，教科書の
みではイメージしにくい。食物が口から次はどこに送ら

れていくか，動きのあるものを提示する。 

スライド 学習活動 スライド 学習活動 
 はじめに「重さ×きょり」の

規則を確認しておく。 
 消化のはたらきを前時の

学習から思い出す。 

 練習問題は合計１０問。難

易度は★１つから５つまで
ある。 

 口からこう門までの食べ物

の通り道のことを消化管と
いうことを知る。 

 難易度３の問題。おもりを
複数個使う（教科書では

「はってん」扱い）。 

 口から胃までの食べ物の
流れを知る。 

 難易度５の問題。全員が

解ける必要はないが，クイ
ズ感覚で考えさせたい。 

 小腸の構造・はたらきを知

る。 
 

※ひだ，とっきの部分に 
リンク有り。 

 用意してある問題を解いた

後は，テンプレートを印刷
した用紙を配って，子ども

たちに問題を作らせる活
動も考えられる。 

 大腸では水分を吸収し，残

ったものは便となってこう
門から外へ出ていく。 

 


